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今回の意見交換会では、富士見丘小学校の６年生が、自分たちが大人になった時の富士見丘小学

校や地域、そして杉並区のしあわせな姿を考えていきました。そして、そのしあわせな姿を実現す

るために今できること、将来やるべきことは何かを考えていきました。 

 

①未来のしあわせ 10 のテーマ 

自分たちが大人になった時に富士見丘小学校や地域、杉並区がどのようになっていたらいいのか、

児童たちは事前の授業から考えてきました。未来のしあわせとは一体何なのかを話し合いながら、

場面ごとに未来のしあわせを分類し、10のテーマを作りました。今回の意見交換会ではテーマご

とにグループに分かれて話し合いをしました。グループには、学校運営協議会委員や教育委員会事

務局の職員が入り、児童のしあわせを創るためのアイディアを聞かせてもらいました。 
 

②各グループの話し合いの様子 

 各グループは自分たちのテーマに沿って、具体的にど

のような状況がしあわせなのか、そのしあわせを創るた

めに自分たちは何をするのか、ということを考えました。 

「豊かで活気のある富士見丘地域」というテーマを掲

げたグループでは、「地域の人たちに笑顔になってもら

いたい」という思いを共有し、イベントを開催すること

や、イベントを大々的に周知することなどを考えました。 
「交通事故をなくそう！杉並区」をテーマにしたグル

ープは、「みんなが安全に外を歩けること、安心して出

かけられることが大切である」と考えました。そして、自転車に乗る時や道を渡る時など、さまざ

まな場面で安全のために自分たちにできることは何なのか、意見を出し合いました。 
「障害者とお年寄りが安心して暮らせるまちづくり」をテーマにしたグループでは、「障害者や

お年寄りと関わりを持つこと、仲良くなることがお互いのしあわせになる」と考え、障害者やお年

寄りと多くの人が関われる機会をどのように作っていくかを話し合いました。 
「東京都で一番きれいな区にする」をテーマにしたグループは、みんなを巻き込んで行える取組

を考え、植物の種をみんなに配って、植えてもらうというアイディアを出しました。 
「暮らしやすくて明るい富士見丘」をテーマにしたグループでは、「みんなが交流できて、楽し

めることがしあわせである」と考え、イベントを開催することや、屋台などみんなが集まって食べ

られる場所を作ることなど、さまざまな意見を出し合いました。 

 



 
「自然あふれる気持ちが良い公園」をテーマにした

グループでは、子どもからお年寄りまで誰もが利用し

やすい公園を追求しました。そして「清潔で、植物の

多い公園」を理想に掲げ、さらにごみ拾いや花を植え

るといった自分たちにできることを話し合いました。 
「みんなと関わり合えて、明るい学校」をテーマに

したグループでは、挨拶をし合うことが大切と考え、

挨拶キャンペーンの実施やポスターを使った挨拶の

啓発活動を提案しました。 
「近所の人と関わり、快適に過ごせる地域づくり」

をテーマにしたグループは「子どものための地域行事

を開催したい」と考え、行事の企画に子どもの意見を

取り入れることの重要性を共有しました。 
「子どもが楽しめる施設がある未来」をテーマにし

たグループは「自分の好きなことを学べることが子ど

もにとってのしあわせ」と考え、実験室など学びたい

ことを自由に学べる設備の必要性を話し合いました。 
「いじめをしない、させない、見逃さない」をテー

マにしたグループは、いじめで苦しむ人を無くすため

には、相談に乗ることや相手の気持ちを考えながら言葉を選ぶことが大切だと考えました。そして、

みんなが優しさを持つことが「みんなのしあわせ」につながっていくと考えを深めました。 

 
 

意見交換会を振り返って 

 「杉並区教育ビジョン２０２２」がスタートした今年度、富士見丘小学校では一学期の始まりと

ともに、「私のしあわせ」という作文を書くなど、各学年が「しあわせ」をテーマにしたさまざま

な取組を行ってきました。今回の意見交換会に参加した６年生は、「みんなのしあわせ」とはどん

なことなのか、学校がみんなにとってのしあわせな場所になるにはどうしたらいいのか、を一学期

から考え、話し合ってきました。「未来のしあわせ」という将来のことに思いをめぐらせながら考

えられたのも、今までの話し合いの積み重ねがあってこそだと感じました。そして「未来のしあわ

せ」を考えるにあたり、自分が大人になっているということを前提にした上で、子どものために何

ができるのかという視点を児童がしっかりと持てていたことが印象的でした。 

第 19 回「杉並区教育ビジョン２０２２」意見交換会 報告書 

・開催日 令和 4年 12 月 13 日 

・参加者 富士見丘小学校 6年生・学校運営協議会委員 
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